
「一部支給停止適用除外事由届出書」の添付書類 

 

児童扶養手当の支給開始等から一定期間が経過した受給資格者については、児童扶養手当法（昭和

３６年法律第２３８号）第１３条の３第１項の規定により、児童扶養手当の支給額の２分の１が停止と

なります。ただし、就業している等下記のいずれかの適用除外事由に該当する場合は、適用除外事由の

事実を明らかにする書類を添えて届出書を提出することで、支給停止の適用を受けません。 

なお、期日までに届出がない場合は、所得に応じた支給額の２分の１が停止されますので、ご注意

ください。 

適用除外事由 必要な書類（いずれかの書類の提出要） 認められない例 

１  就業している

場合 

・雇用証明書 

・賃金の支払明細書の写し 

・自営業従事申告書 

・受給資格者が加入する医療保険の保険者から交付され

た「資格情報のお知らせ」「資格確認書」又はマイナポ

ータルからダウンロードした「資格情報画面」の写し 

※令和６年１２月１日時点で発行されている健康保

険証は最大１年間使用可能。 

※雇用証明書の年月日が不詳 

※前年分の源泉徴収票 

※農業（営業）収入がないにもか

かわらず、自営業従事申告書を

提出した場合 

２  求職活動等を

している場合 

・求職活動支援機関等利用証明書 

・採用選考証明書 

・公共職業訓練を受講中又は受講予定であることを確認

できる書類（受講指示書） 

・職業能力開発・向上のために専修学校その他養成機関

に在学していることが確認できる書類（在学証明書

等） 

※現況届提出の前後にのみ求職

活動支援機関等にて利用の証

明をもらった場合 

※ﾊﾛｰﾜｰｸｶｰﾄﾞは公共職業安定所

での各種ｻｰﾋﾞｽを受けるための

登録ｶｰﾄﾞであるため証明とし

ては不可 

３  児童扶養手当

法施行令別表１

に定める障害の

状態にある場合 

・身体障害者手帳１級～３級の写し 

・療育手帳（Ａ）の写し 

・精神障害者保健福祉手帳１級・２級の写し 

 

※精神障害者保健福祉手帳３級 

４ 負傷、疾病等に

より就業困難な

場合 

・特定疾患医療受給者証の写し 

・特定疾患療養受療証の写し 

・療養が必要であることを証する医師の診断書 

※医師の診断書に基づかずに、自

立支援医療受給者証（精神疾

患）や生活保護のｹｰｽﾜｰｶｰの意

見書のみ 

※病名のみの診断書（就労ができ

ない旨の記載がないもの） 

５  対象児童又は

親族の介護によ

る就業困難な場

合 

※①及び②の両方が必要 

①当該児童又は親族が障害、負傷・疾病、要介護状態に

あることを明らかにする書類 

・身体障害者手帳１級～３級 ・療育手帳（Ａ）の写し 

・精神障害者保健福祉手帳１級・２級の写し 

・医師の診断書 ・特定疾患医療受給者証の写し 

・特定疾患療養受療証の写し 

・療養が必要であることを証する医師の診断書 

②受給資格者が当該児童又は親族の介護を行わなけれ

ばならない事情を明らかにする書類（民生委員等の証

明要） 

※受給資格者が介護をしなけれ

ばならないことについての民

生委員等による証明がない場

合 

 

 
【問合せ先】結城市役所 子ども福祉課 子育て支援係 

ＴＥＬ ０２９６－３４－０４２７（直通） 


